
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大田区立東調布第三小学校 

校 長 川嶋 正昭 

漢字検定 
大田区では、国語力の基礎・基本となる漢字の読

み・書きの能力を身に付け、漢字に対する関心や認識

を深め、国語を尊重する態度を育てるねらいで、年２

回大田区独自の漢字検定を行っています。 

今年度は 9 月 1２日（火）と 2 月 1４日（水）に実

施し、学年ごとに決められた時程で行います。問題

は、読み書きだけではなく、画数や筆順、類義語や対

義語、部首などについて出題されます。各級の出題範

囲は、７月に配布された「大田区小学校漢字検定に

ついて」のお便りで再確認してください。実施後２週

間ほどで答案を返却し、８０点以上を合格点として、

認定証を交付します。 

ご家庭でお子さんと相談の上、ご希望する級をお

選びください。今年度は、お子さんが持ち帰るタブレッ

トの、まなびポケットからアクセスし、９月７日（木）まで

に受検級の回答をお願いします。   

（国語部  塩見 千尋） 

教育目標 

☆思いや考えを伝え合ってよく考える子 

☆人や自然をたいせつにする子 

☆健康な心とからだをつくる子 

☆感動する心をもつ子 
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「2 学期スタート！」 

校長 川嶋 正昭 

長い夏休み、一日の中で、何をするか、時間をどのよう

に使うか、いろいろと自分で考えて行動する場面がたくさ

んあったのではないでしょうか。思考力・判断力が伸びた

ことでしょう。お手伝いに進んで取り組んだ子供もいたと

思います。気付いたことは、これから生活していく上で大切

な体験となったと思います。先日の登校日や今日の始業

式、久しぶりに姿を見て、ひと回り大きく、たくましくなったよ

うに感じました。 

夏休み期間中には、高校野球、女子サッカーワールドカ

ップ、世界陸上をはじめとして、様々なスポーツの大会が

ありました。私はテレビで声援を送りながら、選手・チーム

の素晴らしいプレーや熱い姿から、たくさんの感動をもら

いました。 

バスケットボールワールカップも始まり、9 月 9日から

は、ラグビーワールドカップも始まります。ラグビーと聞いて

「One for all , All for one」という言葉を思い出す人も

多いのではないでしょうか。「一人はみんなのために、みん

なは一人のために」または、「一人はみんなのために、み

んなは一つの目的（勝利）のために」と訳されています。

「助け合う心」または、「全員が役割を果たす」ことの大切

さを語っています。どちらも学校という集団での活動の中

で、大事にしたいものと言えます。９月には６年生、１０月に

は５年生の移動教室があります。普段の学校生活以上

に、自分のためにすることはもちろん、友達とのチームとし

て何ができるか、何をしなくてはならないかを意識して活

動してほしいと思います。移動教室が、仲間との絆を深

め、すてきな思い出となることを願います。 

１学期は「新たな始まり」でした。２学期は「一段と力を

付け発揮する」ときです。どの学年も、今までの学びを活

かし充実した活動を通して、「本当の〇年生」になってほし

いと思います。体育学習発表会を始め、校外学習・社会科

見学・小学生駅伝等、各学年楽しい行事もたくさんありま

す。２学期も、ご支援とご協力の程、よろしくお願いいたし

ます。 

９月の生活目標   「物を大切にしよう」 

７月、８月と暑い日の続く夏休みでした。地球温暖

化、気候変動など、その影響が日本だけでなく世界各

地で現れ、対策が急務とされています。「持続可能な

開発目標」として２０１５年に国連で採択された「SDG

ｓ」は１７の目標で構成され、その１２番に「つくる責任 

つかう責任」があります。企業や生産者には、限られた

資源を効率よく使い、環境に配慮したものづくりを求

めています。また、消費者には、ごみを減らす、繰り返し

使う、資源の再利用を実践することが求められていま

す。まさに「物を大切にする」ことに直結する目標です。 

子供たちは、校内の施設や身の回りの学習用具な

ど、様々な物に囲まれて学校生活を送っています。持ち

物には記名をし、自分の持ち物を管理する習慣を身に

付けること、学級や学校のみんなで使うものは、多くの

人が長く気持ち良く使えるように丁寧に扱うことなど、

日々の教育活動で指導を継続しています。 

「物を大切にする」ということが、自分たちの暮らす

この地球の環境にもつながっている。まずは、自分の

できることからこつこつと、自分の持ち物や身の回りの

物を大切にしようとする気持ちを育てたいです。          

（生活指導部  小倉奈央子） 
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９月行事予定 

日 曜 予定 

9/1 金 

始業式 避難訓練（ｼｪｲｸｱｳﾄ訓練）     SC 

引き渡し訓練(全学年) 

サポートルーム個人面談開始 

2 土    

3 日   

4 月 
委員会⑤ 給食始 計測６年 

ことば通級開始  

5 火 とうぶ移動教室事前健診(６年)       SC 

6 水 

とうぶ移動教室(６年) 計測５年  

算数補習 456年なし 

移動教室保護者説明会(５年) 

7 木 
とうぶ移動教室(６年) 計測３年 

水道キャラバン(４年)1,2h 

8 金 

計測４年 算数補習 3年なし         SC 

社会科見学(３年) 

わかたけ２学期通級開始 サポート指導開始 

9 土 
土曜授業 たてわり遊び③ 

土曜算数補習③ ことば親子相談日 

10 日   

11 月 計測２年 クラブ⑦ 

12 火 
区漢字検定① 計測１年            SC 

七中へ行こう(６年) 

13 水 算数補習 456年 副籍交流６年 

14 木 
社会科見学(４年)  

サポートルーム個人面談終了 

15 金 算数補習 3年                    SC 

16 土 第三いきいき活動 

17 日   

18 月 敬老の日 

19 火 ＳＣ 

20 水 算数補習 456年 

21 木  

22 金 算数補習 3年                    SC 

23 土 秋分の日 

24 日   

25 月 クラブ⑧ 読書月間開始 

26 火 交通安全教室２，３，４年            SC 

27 水 算数補習 456年 

28 木  

29 金 算数補習 3年 水泳指導終了       SC 

30 土  

 
SC： スクールカウンセラー来校日 

「東調布第三小学校  

わくわく応援団・第三いきいき活動」 

 今年の夏休みは、コロナウイルス感染症対策が緩和

され、３年ぶりに「わくわくサマースクール」や「避難所

体験・体育館お泊まり会」を開催することができまし

た。どちらも久しぶりの開催ということもあり、わくわく

応援団の方々や第三いきいき活動の方々が、慎重に

検討を重ね、規模を縮小させて、実施しました。 

「わくわくサマースクール」では、６講座を開きまし

た。どの講座も講師陣の熱い指導が行われ、子供た

ちは真剣な眼差し、いきいきとした表情で応えていま

した。 

「避難所体験・体育館お泊り会」では、２０家族の

計４５名が参加しました。段ボールベッドを組み立て

たり、段ボールで基地を作ったりしました。家族で力を

合わせて作った基地で一夜を明かしました。とても貴

重な体験ができたようです。 

子供たちにとって夏休みの有意義な体験学習の場

をたくさんいただきました。本当にありがとうございま

した。                      （副校長 星 淳司） 

 

 (副校長 星 淳司) 

 

 

読書月間 

  9 月 25 日より校内読書月間が始まります。春の読

書週間では、図書委員児童が中心となって、「５冊読

んだ人には、くじびき・しおりのプレゼント」を行いまし

た。秋の読書月間でも、図書委員児童が中心となっ

て、読書活動の推進に取り組みます。今年も、読書月

間中に１００冊読んだ児童には賞状を渡すことになり

ました。 

また、この読書月間の後半に「家読」のご協力をお

願いします。親子で読書の時間を共有することで、親

も子も心穏やかに濃密なスキンシップの時間が作れる

ことを望んでいます。ぜひ、この機会にスマートフォンや

タブレットから離れて、「家読」の時間をもってはいか

がでしょうか。きっと子供たちにとってかけがえのない

時間となることと思います。「家読」についての詳しい

プリントは、後日、配布します。記録カードや感想カード

もありますので、ご協力よろしくお願いします。  

 （図書部 児玉 江里） 

 


